大 会 宣 言
京都総評第９１回定期大会は、コロナ禍において、命と暮らしを第一にする社会と政治が求められる下で、開催されました。
菅前政権は、東京五輪の開催強行に象徴されるように、コロナ対応での無為無策と失政を繰り返し、深刻な感染爆発と医療崩壊を招きました。また、強権政治と政治の私物化や「政治とカネ」の問題を繰り返し問われてきましたが、政治の責任を果たさない菅政権に対する怒りの声が辞任に追い込みました。岸田首相に交代しましたが、社会保障を削減し、格差と貧困を拡大する新自由主義をベースとする安倍・菅政治の継承でしかありません。
私たちは、食プロ・何でも相談会等を通じて、コロナ禍で、真っ先に犠牲になった非正規や女性の実態から政治の根幹を変える必要性を痛感しました。９月８日、市民連合と野党四党が、総選挙に向けた「共通政策」に合意しました。これは、私たちの要求とともに、今の政治の誤りを根本から変えるものです。みんなで投票に行って、政権交代をめざしましょう。同時に、国に追従し、北陸新幹線などの大型開発を優先し、住民の暮らしを破壊する京都府政・京都市政では、命や暮らしは守れません。私たちの怒りを集中するとともに、来春の京都府知事選で、府政を転換しましょう。
昨秋から取り組んだ経済団体キャラバンを通じて、最賃改善と一体に消費税減税と社会保険料負担軽減などで中小企業を支援する「京都総評経済提案」は、幅広い方々との共感と共同を生み出しました。そして、６月府議会の意見書や地方最賃審議会の答申にも「提案」の趣旨が生かされ、最賃改善の環境整備は、政治の責任であることが合意になりました。この到達に確信をもって、「最賃1,500円」をめざすたたかいを一層強化しましょう。「８時間働けば人間らしく暮らせる賃金と均等待遇・働き方の実現を」をスローガンに、２１秋季年末闘争と２２国民春闘で、大幅賃上げとまともな雇用、労働時間の短縮、均等待遇の実現などを勝ち取りましょう。すべての争議の勝利・解決へ力を合わせましょう。
「憲法を変えるのでなく政治を変えよう」との声と運動は、改憲策動を食い止めています。「改憲発議に反対する全国緊急署名」を広げましょう。憲法違反の「戦争する国づくり」を許さず、沖縄・辺野古への新基地建設阻止、経ヶ岬の米軍基地撤去へたたかいをすすめましょう。

今後の感染拡大を見据え、医療・公共体制の抜本強化や大規模検査の拡充、安心して休める補償制度など、何よりもいのちが大切にされ、安心して暮らせる社会を実現するために、新「いのち署名」と京都府知事宛「コロナ署名」を両手に大いに集めましょう。

「コロナだから仕方が無い」から「みんなで変える」たたかいへ、労働組合の出番です。困窮と困難に直面するすべての労働者に労働組合を知らせ、組織の強化と拡大に、総力をあげましょう。

以上、宣言します。
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